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 今年は収穫期の長雨とそれによる倒伏の影響でやむを得ず水分の高い状態ので収穫を余儀なくさ

れると考えられます。活発な秋雨前線や湿った空気の影響を受けやすいため向こう１か月の降水量

は平年並か多い予報となっていることから、以下の点に注意して収穫 ・乾燥 ・調製を行ってください。 

 

① 倒伏の著しいほ場や籾水分 25％以上で収穫する際には、作業速度を抑える、もしくは、刈り取

り条数を減らしてください。 

倒伏部分や高水分籾を無理矢理刈り取ると選別不良や損傷粒の発生、コンバインのつまりにつ

ながります。 

② 張り込み量を少なくして下さい。 

  高水分籾は重く、乾燥機内の循環速度低下やつまりにつながります。総容量の７割程度で運転す

ることで均一に風を循環させ水分ムラを防ぐことができます。 

③ 収穫後は即張り込み、すぐ送風（通風）を行ってください。 

  高水分の籾は非常に蒸れやすく、タンクの中に数時間放置するだけで熱を持ち、着色粒やカビの

発生を助長させ品質低下が進みます。 

④ 乾燥初期は低温で乾燥してください。 

高水分籾を高温で乾燥すると胴割れ米の発生が増加します。高水分籾は乾燥機への張り込み後

通風乾燥を行い、その後は35℃程度の低い温度で乾燥を始め、逐次昇温し乾燥速度を上げます。乾

燥機の毎時乾減率は0.8％以下に設定し、品質の低下を防止してください。また、夜間休止乾燥や

二段乾燥を行うと、胴割れ米の増加防止や燃料の節減等が図られます。 

『夜間休止乾燥』：籾水分が18％になった段階で乾燥を一時休止し、翌朝仕上げ乾燥する方法。 

『二 段 乾 燥』：籾水分が18％になった段階で乾燥を中断して、１日程度（24時間）常温通風

した後、仕上げ乾燥するなどの方法。 

⑤ 籾の温度が下がってから籾すりしてください。 

  乾燥直後の温かい籾は胴割れ米になりやすいため、常温近くに下がってから行い、肌ずれ防止の

ため脱ぷ率が 80～85％になるように調節しましょう。 

⑥ 共同乾燥施設を有効に活用してください。 

  保有している乾燥機が使用できな場合は共乾施設を有効に活用して下さい。 

 


